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城城城城    

山山山山    

中中中中    

学学学学    

校校校校    

 
 

「学
校
概
要
」 

 

昭
和
58
年
2

月
に
元
八
王
子
中
学
校
か
ら
分
か

れ
て
開
校
し
、
そ
の
年
の
４
月
に
第
１
回
入
学
式
が

行
わ
れ
、
今
年
度
で
26
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

 

本
校
の
南
西
５
km

の
地
に
戦
国
時
代
の
武
将
北

条
氏
照
の
居
城
で
あ
っ
た
八
王
子
城
（城
山
）
が
あ

り
ま
し
た
。
校
名
は
こ
れ
に
由
来
し
ま
す
。
近
隣
に

は
城
山
小
学
校
、
弐
分
方
小
学
校
の
２
校
が
あ
り
、

城
山
小
学
校
卒
業
生
の
全
員
、
弐
分
方
小
学
校
の

約
５
割
が
本
校
に
入
学
し
て
き
ま
す
。 

城
山
地
区
は
川
町
、
元
八
王
子
二
・三
丁
目
の
全

域
お
よ
び
弐
分
方
町
・
元
八
王
子
町

一
丁
目
の
一

部
よ
り
成
り
ま
す
。
こ
の
中
、
松
子
舞
・霞
ヶ
丘
・高

尾
台
・グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
高
尾
・ホ
ー
メ
ス
ト
タ
ウ
ン

等
の
各
住
宅
団
地
か
ら
の
通
学
者
は
全
生
徒
の
約

50
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

保
護
者
や
地
域
の
教
育
に
対
す
る
関
心
は
高

く
、
学
校
に
対
し
て
協
力
的
で
す
。 

本
校
は
、
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
活
か
し
つ
つ
、
城

山
中
文
化
と
も
い
う
べ
き
良
い
校
風
・伝
統
づ
く
り

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
よ
り
地
域
運
営
学

校
と
な
り
２
年
間
の
研
究
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。 

 

「教
育
目
標
」 

 

学
ぶ
・鍛
え
る
・思
い
や
る

学
ぶ
・鍛
え
る
・思
い
や
る

学
ぶ
・鍛
え
る
・思
い
や
る

学
ぶ
・鍛
え
る
・思
い
や
る    

 
 

「校
章
の
由
来
」 

 

本
校
の
周
辺
の
山
林
に
は
、
カ
ン
ア
オ
イ
の
自
生
が

見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
三
つ
葉
を
放
射
状
に
組
み
合
わ

せ
、
そ
の
上
に
八
王
子
城
（城
山
）
の
城
主
で
あ
っ
た 

北
条
氏
の
家
紋
「三
つ
鱗

う
ろ
こ

」を
配
し
た
の
が
本
校
の 

校
章
で
す
。
三
つ
葉
の
カ
ン
ア
オ
イ
は
、
川
町
、
弐
分

方
町
、
元
八
王
子
町
の
三
地
区
の
一
体
化
を
表
し

て
い
ま
す
。
三
つ
鱗
は
、
生
徒
を
中
心
に
新
し
い
文

化
を
創
造
し
、
更
に
積
み
上
げ
発
展
さ
せ
て
い
く
向

上
の
意
志
を
象
徴
し
た
も
の
で
す
。
校
章
制
定
の
た

め
に
公
募
し
た
作
品
の
中
か
ら
常
盤
庄
司
氏
の
デ

ザ
イ
ン
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

「校
歌
」

「校
歌
」

「校
歌
」

「校
歌
」    

    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

作
詞 

宮
沢 

章
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

作
曲 

小
山 

章
三 

 
 

 
(

一) 

 
 

 
 

 

山
よ 

緑
の 

手
を
あ
げ
よ 

 
 

 
 

 

青
春
は 

い
ま 

光
る
花 

 
 

 
 

 

天
に
呼
び
か
け 

地
に
燃
え
て 

 
 

 
 

 

城
山
中
学 

自
主
の
庭 

 
 

 
 

 

学
ぶ 

鍛
え
る 

思
い
や
る 

  
 

 

（二
） 

 
 

 
 

 

薫
る 

い
の
ち
の 

友
集
い 

 
 

 
 

 

奮
い
立
つ
意
気 

湧
く
力 

 
 

 
 

 

多
摩
の 

浅
川 

澄
む
水
よ 

 
 

 
 

 

行
き
ぬ
く
わ
れ
ら
の 

影
う
つ
せ 

 
 

 
 

 

風
に
明
る
く 

た
く
ま
し
く 

  
 

 

（三
） 

 
 

 
 

 

胸
に 

未
来
の 

火
を
点
す 

 
 

 
 

 

ふ
る
さ
と
の
愛 

八
王
子 

 
 

 
 

 

窓
よ 

か
が
や
け 

幸
満
ち
て 

 
 

 
 

 

城
山
中
学 

わ
が
母
校 

 
 

 
 

 

実
る 

喜
び 

知
恵
の
う
た 

 


